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研究成果の概要（和文）：学習や対人関係形成，集団活動にコミットする意欲の向上や，そ

のための建設的な方法やスキルをモデル学習する効果，学校適応を高めるなどで，児童た

ちは所属する学級集団の状態の影響を受けることが明らかになった。そして，学校教育の

効果を高める学級集団の状態を規定する，学級内に生じている子どもたちの相互作用や学

級集団に生起している教育作用は，「学級集団内の教育的相互作用の高さ」と「集団同一視

の高さ」の両方が要因として存在することが認められた。

研究成果の概要（英文）：This research found that elementary school students’ school
morale with regard to learning, formation of friendships, classroom activities, positive
methods and skills for raising morale, and school adaptation was influenced by the
characteristics of the classroom groups to which the students belonged. Additionally,
the characteristics of classroom groups that enhance the effects of school education
were determined by examining the educational action that occurs when students
interact in classroom groups. Two factors—“level of group identification” and “level of
educational interaction in a classroom group”—were taken into account.
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１．研究開始当初の背景

1990 年代半ばから，一斉形態の授業や学

級活動が成立しない，いわゆる，学級崩壊の

問題がマスコミに取り上げられ社会問題と

なった。旧文部省も 1998 年に「学級経営研

究会」を立ち上げ，「学級がうまく機能しな

い状況」を，「子どもたちが教室内で勝手な

行動をして教師の指導に従わず，授業が成立

しないなど，集団教育という学校の機能が成

立しない学級の状態が一定期間継続し，学級
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担任による通常の手法では問題解決ができ

ない状態に立ち入っている場合」と定義して，

実態把握を行った。そのまとめ(註 1)は，問

題発生の複合性を強調し，代表的な 10 のケ

ースの報告とその対策を示した。しかし，こ

のような状況に対する学級集団発達の視点

での解明には至っていない。このような中で，

全国連合小学校長会は，学級崩壊の状態にあ

る学級は，小学校の 8.9%にのぼっているこ

とを報告している(2006,註 2)。つまり，学級

集団発達は時間と共に一定の正の方向に向

かうだけではなく，いくつかの要因が重なる

と負の方向に向かうこと，集団教育という学

校の機能が成立しない学級の状態が，日本の

学校現場で一定数出現していることがこの

調査でも示された。

しかし，1999 年～2008 年までの学術的な

研究を概観すると，学級集団発達，学級集団

が児童個々に与える影響についての実証研

究はとても少なくなり，「学級がうまく機能

しない状況」という，学校現場が抱える問題

に対して，学級集団発達に関する学術的な知

見の提供が乏しいのが現状である。その中で

申請者は 220 学級を対象にして調査研究し，

学級集団の状態の差が，学級内のいじめの発

生数と児童生徒の学習の定着率に有意な影

響をもたらしていることを実証的に明らか

にした(河村・武蔵,2008a,b,註 3,4)。

「学級」を一つの単位として集団指導する

日本の学校現場では，児童の学習は個人的な

過程であるとともに，「学級」の影響を強く

受ける社会的なものである。学級集団が教育

環境として児童相互が互いに建設的に切磋

琢磨するような状態と，相互に傷つけあい互

いに防衛的になっている状態とでは，児童の

学習意欲や友人関係形成意欲，学級活動意欲

に有意な差が生じるだろう。今後，対人関係

が希薄化した現代の児童が集う学級におい

て，その集団作用が児童の学習や友人関係，

学級活動への意欲を高めるような学級集団

形成のメカニズムの解明と，それに基づく学

級集団形成モデルの開発が課題となってい

る。

註 1：学級経営研究会 1998 学級経営の充

実に関する調査研究(中間まとめ)

註 2：全国連合小学校長会 2006 学級経営

上の諸問題に関する現状と具体的対応策

の調査

註 3：河村茂雄・武蔵由佳 2008a 学級集団

の状態といじめの発生についての考察

教育カウンセリング研究 2(1), 1-7.

註 4：河村茂雄・武蔵由佳 2008b 一学級の

児童生徒数と児童生徒の学力・学究生活満

足度との関係 教育カウンセリング研究

2(1), 8-15.

２．研究の目的

本研究は，学級集団の状態を規定する特定

の要因が，児童の学習意欲や友人関係形成意

欲，学級活動意欲を向上させるのかを明らか

にすることだけではなく，諸々の学級集団の

要因の相互の関係を検討し，学級集団発達の

プロセスに位置づけて整理し，建設的な学級

集団形成モデルを提案するのが目的であっ

た。

どのような学級集団の機能を，より効果的

な順序と指導行動で形成すればよいのかを

実証的に検証し，学級を児童の学習意欲や友

人関係形成意欲，学級活動意欲を向上させる

集団として発達させるための，学級集団形成

のモデルを提案することが目的であった。

３．研究の方法

本研究は次の 4 段階で研究を進められた。

(1)学級集団の状態と児童の学習意欲・友人関

係形成意欲・活動意欲との関係，学級集団の

状態を規定する要因を，1 学級に対して年間



4 回調査し分析した。学級集団の状態として，

児童相互の対人関係の状況，小グループの実

態，学級内に定着している規範やソーシャ

ル・スキルの内容，教師の行った指導行動の

要因を取り上げた。

①調査対象学級は，次の条件に該当した各学

年×10 学級の合計 60 学級であった。

・1 学級の実際の児童数の全国平均値が 27.4

人(1998 年文部統計要覧)であることを考慮

し，1 学級の児童数が 20 人～34 人規模の学

級とした

・対象となる学級は地域特性が偏らないよう

にサンプリングした

地域特性----都市部，住宅地，商工業地，農水

産地域

②特定の学級だけの抽出になるとバイアス

がかかるため，単学級以外の学校で，全学級

の協力が得られ，かつ，特定の教科や活動に

ついて県や市の教育委員会指定を受けてい

ない学校の全学級を対象とした。

③調査時期は，先行研究で学級集団の形成上

変化が大きいと指摘のある学期初めの 5 月，

学級編成から 3 ヵ月後の 7 月，夏休みを経て

学校行事が一段落する 11 月，学年末の 2 月，

の 4 時点で実施した。

④調査は研究協力者が分担して学校訪問し，

調査・観察を行った。

(2)4 回の分析結果を時系列の中で整理し(こ

のとき学級集団の変化を成熟というプラス

方向だけではなく，成熟－後退という両方向

で整理する)，学級集団のいくつかの発達過程

を見出し，その中から目的とする学級集団形

成の発達モデルを抽出した。

①データの入力・分析・整理は，研究協力者

の協力を得て進めていった。

なお，(1)(2)の調査・分析を 2 年間継続して

行った。

(3)(1)(2)のプロセスを通して，児童の学習意

欲や友人関係形成意欲，学級活動意欲を向上

させる学級集団の状態とその規定要因，発達

過程を見出し，学級集団形成のモデルを作成

した。

(4) (3)で得られた成果を，成果報告書と関連

学会発表，論文執筆，著書出版を行い，成果

を発信した。

４．研究成果

研究の成果として，次の 3点があげられる。

(１)学級集団の状態と児童の学習意欲・友人

関係形成意欲・活動意欲との関係，学びあい

の作用と学級集団の状態を規定する要因を

もとに，理想となる学級集団の発達過程のモ

デルを作成し公刊することができた。同時に，

学級集団が教育力の低い状態で固定してし

まう要因，一定の発達段階から集団発達が後

退してしまう要因を実証的に明らかにする

ことができた。

(2)教師が担任する学級集団の状態・教育作用

をチェックすることができる測定尺度を作

成し公刊することができた。

(3)3 年間の研究成果をまとめた研究成果

報告書，学会発表，論文執筆，著書出版を行

い，成果を発信することができた。

これらの研究成果は，教師の学級経営の

展開の仕方に活用することができ，学級集

団の問題の予防にも応用することができる

点に意義があると考える。
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